
２０１６年１２月号（第３４７号） 神奈川県弁護士会新聞（１）

山山
ゆ
り
ゆ
り

発　行　所
神奈川県弁護士会
横浜市中区
日本大通９番地
☎ 045‒211‒7707
URL http://www.
kanaben.or.jp/

神
奈
川
県
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
と
天
秤
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
神
奈
川
県
弁
護
士
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。

▼
「
弁
護
士
は
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
か
？
」「
大

き
く
わ
け
る
と
、『
民
事
』

と
『
刑
事
』
が
あ
り
…
」
▼

中
高
生
を
対
象
と
し
た
講
演

を
し
た
際
、
学
生
の
質
問
に

そ
こ
ま
で
答
え
て
、
思
わ
ず

言
葉
に
詰
ま
っ
た
。
学
生
が

一
様
に
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い

た
か
ら
だ
。
中
学
生
に
『
民

事
』
と
言
っ
て
も
、
す
ん
な

り
伝
わ
る
わ
け
が
な
い
▼

「
伝
え
る
」
こ
と
の
重
要
性

は
、
常
に
世
間
の
関
心
事
で

あ
る
よ
う
だ
。「
伝
え
る
力
」

「
伝
え
方
が
９
割
」
と
い
っ

た
書
籍
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
る
の
も
、
人
々
が
そ
の
重

要
性
と
難
し
さ
を
認
識
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
▼
弁
護
士

に
と
っ
て
も
「
伝
え
る
力
」

を
駆
使
す
べ
き
場
面
は
多

い
。
依
頼
者
へ
の
説
明
、
相

手
方
と
の
交
渉
、
準
備
書
面

の
作
成
や
裁
判
官
と
の
や
り

と
り
等
、
言
葉
を
適
切
に
選

び
、
誤
解
な
く
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
面
の
連
続
だ

▼
分
り
易
く
伝
え
る
た
め
に

必
要
な
の
は
、
相
手
の
立
場

や
価
値
観
を
前
提
と
し
た
言

葉
を
選
ぶ
こ
と
だ
そ
う
だ
。

専
業
主
婦
、
大
学
生
、
個
人

事
業
主
、
企
業
の
法
務
担
当

者
…
立
場
が
違
え
ば
、
同
じ

言
葉
で
も
全
く
違
う
趣
旨
で

伝
わ
る
こ
と
も
あ
る
▼
結
局

は
、
多
様
な
他
者
へ
の
理
解

力
、想
像
力
の
問
題
か
。様
々

な
人
の
生
き
様
や
考
え
方
に

触
れ
、頭
を
柔
ら
か
く
し
て
、

精
進
す
る
し
か
な
さ
そ
う
だ
。

（
波
田
野　

馨
子
）

不
適
切
行
為
措
置
制

度
等
の
整
備
の
件

第１号議題
　

種
村
副
会
長
よ
り
、
会
員

の
不
祥
事
対
策
と
し
て
、
法

律
相
談
等
の
担
当
者
名
簿
か

ら
の
抹
消
の
条
件
を
拡
張
す

る
こ
と
、
抹
消
期
間
の
延
長

着任の挨拶をする
大谷晃大検事正

臨時総会での議決の様子

な
疑
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、

理
事
者
は
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
旨
述
べ
た
。

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

設
置
の
件

第２号議題
　

種
村
副
会
長
よ
り
、
家
庭

裁
判
所
へ
の
成
年
後
見
人
等

の
適
正
な
推
薦
、
当
会
推
薦

会
員
の
適
正
な
職
務
遂
行
の

監
督
並
び
に
成
年
後
見
制
度

の
周
知
・
広
報
に
よ
り
、
市

民
の
成
年
後
見
制
度
の
適
正

な
利
用
の
推
進
を
図
り
、
市

民
の
権
利
擁
護
を
実
現
す
る

た
め
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

を
総
合
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
高
齢
者
・

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
委

員
会
は
緊
急
意
見
書
を
提
出

し
、
本
提
案
は
撤
回
し
、
会

内
の
議
論
を
継
続
す
べ
き
で

あ
る
等
意
見
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
不
祥
事
対
策
は
事

後
の
監
督
で
は
足
り
ず
、
裁

判
所
へ
の
推
薦
の
段
階
で
の

事
案
と
候
補
会
員
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
検
討
が
重
要
で
あ

り
、
事
務
局
に
よ
る
機
械
的

配
点
は
疑
問
で
あ
る
と
い
っ

た
意
見
が
、
出
席
会
員
か
ら

出
さ
れ
た
。

相
談
事
業
指
定
研
修

制
度
設
定
と
そ
の
受

講
者
へ
の
優
先
的
配

点
を
実
施
す
る
件

第３号議題
　

研
修
会
へ
の
参
加
促
進
に

よ
り
法
律
相
談
の
質
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
指

定
研
修
を
受
講
し
一
定
の
ポ

イ
ン
ト
に
達
し
た
会
員
に
、

優
先
的
に
法
律
相
談
を
配
点

す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

当
面
は
総
合
法
律
相
談
の
み

と
し
、
同
相
談
枠
の
５
〜
７

割
程
度
を
優
先
配
点
の
対
象

と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

出
席
会
員
か
ら
は
、
ベ
テ

ラ
ン
弁
護
士
に
よ
る
相
談
を

望
む
相
談
者
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
研
修
会
へ
の
参
加
率

の
向
上
は
他
の
代
替
手
段
に

よ
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
た
。

～大谷晃大新検事正が着任～

　

10
月
12
日
、
大
谷
晃
大
横

浜
地
方
検
察
庁
検
事
正
の
歓

迎
会
が
、
萬
珍
樓
に
て
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
24
名
の
会

き
な
事
件
が
相
次
い
で
い
る

が
、
今
後
も
気
を
引
き
締
め

て
適
切
な
事
件
処
理
に
あ
た

っ
て
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

続
く
延
命
政
之
常
議
員
会

議
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
を

皮
切
り
に
、
元
検
察
官
の
会

員
を
は
じ
め
と
し
た
検
事
正

と
縁
の
あ
る
会
員
か
ら
、

次
々
と
歓
迎
の
意
が
表
さ
れ

た
。

　

中
で
も
、
検
事
正
の
和
歌

山
地
方
検
察
庁
三
席
検
事
時

代
に
、
同
庁
検
事
正
を
務
め

た
河
田
勝
夫
会
員
か
ら
は
、

「
当
時
、
和
歌
山
県
で
は
事

件
数
が
少
な
い
と
さ
れ
て
い

た
が
、
大
谷
検
事
正
の
在
任

中
に
突
然
、
大
き
な
事
件
が

起
こ
っ
た
。
仕
事
量
が
膨
大

な
も
の
と
な
り
忙
殺
さ
れ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
大
谷
検
事

正
の
適
切
か
つ
緻
密
な
事
件

処
理
が
印
象
的
で
あ
っ
た
」

と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら

れ
、
検
事
正
の
、
非
常
時
に

も
動
じ
な
い
冷
静
さ
と
明
晰

ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

会
場
は
何
度
も
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
、
和
気
藹
々
と
し

た
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
集
い

と
な
っ
た
。

新検事正歓迎会
和やかに開催

当
会
総
会（
通
常
総
会
・

臨
時
総
会
）
に
お
け
る

招
集
通
知
方
法
に
関

す
る
会
則
改
正

第１号議案
　

種
村
求
副
会
長
よ
り
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

当
会
会
則
上
、
招
集
通
知

は
会
議
の
日
時
、
場
所
及
び

目
的
の
記
載
で
足
り
る
の

で
、
多
額
の
総
会
資
料
作
成

費
や
送
料
の
削
減
の
た
め
、

本
臨
時
総
会
か
ら
、
総
会
資

料
を
郵
送
せ
ず
、
会
員
専
用

サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
印
刷
配

布
希
望
会
員
に
の
み
郵
送
す

る
こ
と
と
し
た
。こ
の
場
合
、

会
議
の
目
的
等
の
み
が
記
載

さ
れ
た
招
集
通
知
だ
け
の
送

付
と
な
る
の
で
、
よ
り
費
用

の
か
か
ら
な
い
フ
ァ
ク
シ
ミ

員
が
出
席

し
、
９
月
５

日
に
着
任
し

た
検
事
正
を

囲
ん
だ
。

　

三
浦
修
会

長
に
よ
る
挨

拶
の
後
、検
事
正
か
ら
、「
歓

迎
会
を
弁
護
士
会
に
開
い
て

頂
く
の
は
初
め
て
で
感
激
し

て
い
る
。
神
奈
川
県
で
は
大

賀
詞
交
換
会
・
新
年
宴
会
の
お
知
ら
せ

◇
賀
詞
交
換
会

　

日　

時　

平
成
29
年
１
月
10
日（
火
）15
時
30
分
〜

　

場　

所　

 

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ　

３
階　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
間

◇
新
年
宴
会

　

日　

時　

平
成
29
年
１
月
10
日（
火
）17
時
30
分
〜

　

場　

所　

萬
珍
樓
本
店

リ
や
電
磁
的
方
法
（
メ
ー
ル

配
信
等
）
に
よ
る
通
知
で
も

足
り
る
と
考
え
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
弁
連
調
査
室
よ

り
「
招
集
通
知
が
一
定
程
度

の
確
実
性
を
持
っ
て
安
全
に

会
員
へ
到
達
し
う
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

具
体
的
な
通
知
方
法
そ
の
他

の
規
定
を
会
規
、
規
則
等
で

明
記
す
る
こ
と
」
の
検
討
を

求
め
ら
れ
た
の
で
、追
っ
て
、

「
電
磁
的
方
法
に
関
す
る
規

則
（
仮
称
）」
を
制
定
す
る

予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

出
席
会
員
か
ら
は
多
く
の

質
問
や
意
見
が
あ
り
、
今
後

定
め
る
規
則
に
関
し
、
招
集

通
知
が
会
員
に
確
実
に
届
く

方
法
の
丁
寧
な
議
論
に
よ
る

検
討
が
強
く
望
ま
れ
た
。

　

総
議
決
権
数
の
３
分
の
２

以
上
の
賛
成
に
よ
り
、
可
決

承
認
さ
れ
た
。

委
員
長
代
行
制
度
の

導
入
と
新
入
会
員
の

委
員
会
参
加
義
務
免

除
期
間
の
短
縮
に
関

す
る
委
員
会
通
則
の

改
正

第２号議案
　

種
村
副
会
長
よ
り
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

現
行
委
員
会
通
則
で
は
、

改
選
期
に
あ
る
委
員
会
は
、

４
月
１
日
以
降
新
た
に
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
委
員
長
が
不
在
と
な
る

た
め
、
対
外
的
対
応
の
根
拠

規
定
と
し
て
委
員
長
代
行
制

度
を
設
け
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
た
、
委
員
会
活
動
の
活

性
化
の
た
め
、
新
入
会
員
の

委
員
会
参
加
義
務
の
免
除
期

間
を
短
縮
し
、
入
会
の
翌
年

度
か
ら
参
加
義
務
が
課
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

い
ず
れ
も
、
圧
倒
的
多
数

の
賛
成
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

懲
戒
委
員
会
及
び
綱

紀
委
員
会
に
お
け
る

副
委
員
長
の
複
数
制

導
入
の
た
め
の
会
規

改
正

第３号・第４号議案
　

髙
橋
健
一
郎
副
会
長
よ

り
、
会
員
数
の
増
大
そ
の
他

の
事
情
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
懲
戒
委
員
会
及
び
綱
紀

委
員
会
の
副
委
員
長
も
増
員

可
能
に
し
た
い
と
の
説
明
が

あ
り
、
各
議
案
と
も
全
会
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

重
要
問
題
に
つ
い
て

 

議
論
百
出

会員集会

総
会
招
集
の 

 
通
知
方
法
が
変
わ
る

臨時総会

　

臨
時
総
会
に
引
き
続
き
、
執
行
部
提
案
の
議
題
に
つ
い
て

の
会
員
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

10
月
25
日
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
当
会
臨
時
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

や
抹
消
決
定
ま
で
の
名
簿
登

載
効
力
停
止
措
置
を
行
う
こ

と
、
抹
消
処
置
を
講
じ
た
こ

と
を
関
連
機
関
に
通
知
す
る

こ
と
、
と
い
っ
た
制
度
を
検

討
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

　

出
席
会
員
か
ら
は
、
様
々
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平
成
12
年
10
月
26
日
、
当

会
会
館
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
を
考

え
る
｜
法
律
家
の
あ
り
方
を

め
ぐ
っ
て
」
を
開
催
し
た
。

　

台
湾
軍
の
法
務
官
だ
っ
た

小
池
金
市
氏
（
東
京
弁
護
士

会
・
昭
和
49
年
度
関
弁
連
理

事
長
）
と
陸
軍
中
野
学
校
を

卒
業
後
、
九
州
西
部
軍
に
情

報
将
校
と
し
て
赴
任
し
た
山

本
福
一
氏
ほ
か
に
登
壇
い
た

だ
い
た
。

　

小
池
氏
は
、
法
務
官
と
し

て
台
湾
軍
在
任
中
、
台
湾
の

市
街
地
を
空
襲
し
た
米
軍
機

搭
乗
員
を
起
訴
し
、
軍
律
裁

判
を
行
っ
て
銃
殺
刑
に
処
し

た
こ
と
が
不
法
で
あ
っ
た
と

し
て
横
浜
軍
事
裁
判
に
起
訴

さ
れ
た
（
１
７
０
号
事
件
）。

　

小
池
氏
と
飛
鳥
田
一
雄
弁

護
人
は
、
俘
虜
と
な
っ
て
い

た
54
名
の
搭
乗
員
の
う
ち
、

無
差
別
爆
撃
を
行
っ
た
こ
と

の
裏
付
け
を
得
ら
れ
な
い
40

名
に
つ
い
て
は
不
起
訴
と
し

て
お
り
、
９
名
の
起
訴
（
５

名
に
つ
い
て
は
起
訴
の
上
申

を
し
た
が
起
訴
に
は
な
ら
な

か
っ
た
）
は
不
法
で
は
な
い

と
無
罪
を
主
張
し
、
徹
底
抗

戦
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
西
部
軍

事
件
（
３
１
３
号
事
件
）
で

は
、
法
務
官
が
、
米
軍
機
搭

乗
員
に
対
す
る
軍
律
裁
判
な

し
の
処
刑
の
執
行
者
と
な
っ

た
と
し
て
、
起
訴
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
で
は
、
２
つ
の
事

件
で
の
法
務
官
の
行
為
を
対

比
し
な
が
ら
、
軍
隊
の
中
の

法
律
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て

討
論
し
た
。

　

横
浜
軍
事
裁
判
調
査
研
究

特
別
委
員
会
の
３
年
の
任
期

が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
の

に
、
い
ま
だ
に
成
果
を
発
表

で
き
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な

い
段
階
で
の
集
ま
り
で
あ
っ

た
が
、
新
聞
を
読
ん
で
多
数

の
市
民
が
参
加
し
た
。
そ
の

時
の
感
想
文
の
記
録
が
残
っ

て
い
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介

す
る
と
、「
大
変
貴
重
な
活

動
で
す
。頭
が
下
が
り
ま
す
。

後
世
の
た
め
に
ど
な
た
か
が

（
日
本
人
が
）
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
事
で
す
。
３
年

間
で
調
査
を
打
ち
切
る
の
で

は
な
く
、
活
動
を
続
け
て
ほ

し
い
」（
70
代
男
性
）、「
日

弁
連
に
と
っ
て
も
日
本
（
こ

れ
か
ら
育
っ
て
い
く
子
供

達
）
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資

料
に
な
る
と
思
う
。
貴
重
な

資
料
を
横
浜
弁
護
士
会
の
み

に
と
ど
め
ず
、
広
く
開
示
あ

る
い
は
展
示
し
て
ほ
し
い
。

学
校
教
育
の
場
で
生
か
さ
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
30
代

女
性
）
な
ど
、
好
意
的
な
意

見
が
多
か
っ
た
。

　

委
員
会
の
任
期
は
延
長
さ

れ
、
平
成
16
年
、「
法
廷
の

星
条
旗
」（
日
本
評
論
社
）

を
出
版
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
で
発
表
で
き
た
の
は
10
件

に
過
ぎ
な
い
。
３
１
７
件
が

検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ

て
い
る
。そ
れ
ら
の
中
に
は
、

明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
歴
史

の
真
実
が
眠
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
台
湾
軍
事
件
で

小
池
氏
が
不
起
訴
と
し
た
米

軍
俘
虜
た
ち
の
そ
の
後
。
小

池
氏
に
よ
る
と
、
海
軍
の
将

兵
20
人
は
、
海
軍
大
船
俘
虜

収
容
所
に
送
ら
れ
、
戦
後
、

全
員
が
帰
国
し
た
が
、
陸
軍

の
将
兵
20
名
は
、
東
京
の

代
々
木
に
あ
っ
た
「
陸
軍
監

獄
」
に
送
ら
れ
、
米
軍
の
空

襲
に
よ
り
、
全
員
が
焼
死
し

た
と
い
う
。

　

昭
和
20
年
５
月
26
日
の
東

京
空
襲
に
際
し
て
、
陸
軍
衛

戍
刑
務
所
の
看
守
ら
が
俘
虜

た
ち
を
避
難
さ
せ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
焼
死
さ
せ
た
と

し
て
、
所
長
や
看
守
ら
５
名

が
横
浜
軍
事
裁
判
に
起
訴
さ

れ
、
被
告
全
員
に
絞
首
刑
が

言
い
渡
さ
れ
、
執
行
さ
れ
た

２
７
１
号
事
件
が
そ
れ
と
思

わ
れ
る
。
戦
争
に
よ
る
被
害

と
加
害
の
連
鎖
が
こ
こ
で
も

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

大
船
俘
虜
収
容
所
で
は
、

13
件
の
俘
虜
虐
待
事
件
が
起

訴
さ
れ
て
い
る
。

　

軍
事
裁
判
の
検
証
作
業
を

続
け
る
こ
と
は
、
軍
事
裁
判

の
弁
護
に
総
会
決
議
を
も
っ

て
取
り
組
ん
だ
当
会
の
責
務

で
は
な
い
か
。「
戦
争
の
惨

禍
」
と
い
う
日
本
国
憲
法
前

文
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た

「
立
法
事
実
」
が
、
そ
の
作

業
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

 

（
終
）

戦
後
70
年
と
横
浜
軍
事
裁
判

連
載

第
11
回
（
最
終
回
）

残 

さ 

れ 

た 

課 

題
会
員　

間
部　

俊
明

「法廷の星条旗」の表紙

筆者（左）と、指導担当の北川靖之会員（右）

スポーツ法研究会所属の筆者

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
問
題
の
顕
在
化
を

に
、
鴨
川
ひ
ま
わ
り
基
金
法

律
事
務
所
の
所
長
を
岡
本
吉

平
弁
護
士
か
ら
引
き
継
ぐ
予

定
で
あ
り
、
今
は
登
録
替
え

の
直
前
で
あ
る
。
鴨
川
ひ
ま

わ
り
は
、
か
つ
て
か
な
パ
ブ

で
養
成
を
受
け
た
岡
本
弁
護

士
が
一
か
ら
立
ち
上
げ
た
事

務
所
で
あ
る
。
岡
本
弁
護
士

が
築
か
れ
た
城
を
大
切
に
守

り
、
そ
し
て
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
。

　

振
り
返
る
と
、
筆
者
が
修

習
生
で
あ
っ
た
平
成
26
年
２

月
に
大
雪
の
中
で
開
か
れ
た

当
会
の
合
同
就
職
説
明
会

が
、
か
な
パ
ブ
と
の
初
め
て

の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　

あ
の
日
の
大
雪
が
そ
の
予

兆
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
が
、
入
所
後
は
苦
労
の

連
続
で
あ
っ
た
。と
な
れ
ば
、

多
少
は
読
者
の
興
味
も
湧
く

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、幸
い
、

事
務
所
内
の
弁
護
士
陣
か
ら

手
厚
い
指
導
を
受
け
ら
れ
、

充
実
し
た
２
年
間
で
あ
っ
た

（
こ
の
間
、
結
婚
も
、
第
一

子
の
誕
生
も
あ
っ
た
）。

　

も
ち
ろ
ん
、民
事
、家
事
、

債
務
整
理
、
刑
事
、
後
見
、

そ
れ
ぞ
れ
で
濃
い
事
件
は
あ

り
、
苦
労
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
依
頼
者

に
よ
っ
て
は
、
涙
を
流
し
て

感
謝
し
て
下
さ
る
な
ど
、
こ

ち
ら
が
感
激
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
経
験
で
き
た
。
弁

護
士
に
な
っ
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

経
験
を
積
め
た
の
は
、
所
内

の
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

委
員
会
等
を
通
じ
て
知
り
あ

え
た
所
外
の
先
生
方
に
支
え

て
い
た
だ
け
た
か
ら
こ
そ
で

あ
り
、
感
謝
し
て
も
し
き
れ

な
い
。

　

鴨
川
ひ
ま
わ
り
で
は
、
一

人
所
長
と
し
て
事
務
所
を
経

営
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

弁
護
士
過
疎
地
な
ら
で
は
、

刑
事
事
件
や
後
見
事
件
が
非

常
に
多
く
、
多
忙
を
極
め
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

登
録
３
年
目
を
迎
え
る
に

過
ぎ
な
い
未
熟
者
の
筆
者
が

思
い
悩
む
こ
と
は
多
く
な
ろ

う
が
、
育
て
て
い
た
だ
い
た

当
会
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
遠

い
（
意
外
と
近
い
？
）
鴨
川

の
地
で
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

 

（
会
員　

金
澤　

佳
弘
）

　

10
月
15
日
（
土
）、
全
国

一
斉
ス
ポ
ー
ツ
法
律
相
談
会

が
開
催
さ
れ
た
。
当
会
に
お

い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
法
研
究

会
が
主
導
し
、
電
話
相
談
と

面
談
相
談
を
実
施
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
不
祥

事
は
後
を
絶
た
な
い
。
し
か

し
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て

　

当
日
は
、
面
談
相
談
を
受

け
た
方
か
ら
、「
業
界
の
慣

行
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
け
、
大
変
役

立
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

昨
今
、
特
に
部
活
動
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
事
故
や
体
罰

等
の
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
た

ず
、
隠
れ
た
ニ
ー
ズ
は
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
更

に
広
報
を
工
夫
し
、
よ
り
充

実
し
た
相
談
会
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

（
会
員　

德
田　

光
子
）

は
不
祥
事
が
隠
避
さ
れ
告
発

し
に
く
い
風
潮
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
現
在
潜
在
化
し
て
い

る
問
題
を
で
き
る
だ
け
顕
在

化
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し

て
、
日
弁
連
弁
護
士
業
務
改

革
委
員
会
が
企
画
し
、
各
弁

護
士
会
と
共
催
し
て
、
本
相

談
会
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
。

　

平
成
26
年
12
月
に
か
な
が

わ
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

（
以
下
、「
か
な
パ
ブ
」
と
い

う
）
に
入
所
し
、
か
な
パ
ブ

で
の
養
成
期
間
２
年
目
を
終

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
３
月
を
目
途

「いざ、鴨川ひまわりへ」「いざ、鴨川ひまわりへ」
かな
パブ最

前線全
国
一
斉
ス
ポ
ー
ツ
法
律
相
談
会

全
国
一
斉
ス
ポ
ー
ツ
法
律
相
談
会
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し
ん
と
静
ま
っ
た
法
廷
に
、
女

性
の
す
す
り
泣
く
細
く
小
さ
な
声

が
響
き
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
は
人
間
で
は
な
い
。

最
低
最
悪
の
モ
ン
ス
タ
ー
」

　
「
長
男
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
悔
し
く
て
た
ま
ら
な
い
」

　
「
罪
を
命
を
も
っ
て
償
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
る
」

　

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
男
性
被
告

が
男
児
を
殺
害
し
た
罪
な
ど
に
問

わ
れ
た
裁
判
。

　

被
害
者
参
加
制
度
で
法
廷
に
立

っ
た
男
児
の
母
が
、
息
子
へ
の
思

い
、
被
告
へ
の
怒
り
を
語
り
ま
し

た
。

　

事
件
の
後
、
女
性
の
母
親
も
孫

を
失
っ
た
悲
し
み
に
「
生
き
て
い

く
の
が
つ
ら
い
」
と
書
い
た
遺
書

を
残
し
自
殺
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
、
約
16
年
ぶ
り
に
裁

判
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
傍

聴
し
た
法
廷
で
の
出
来
事
。

　

法
廷
の
様
子
は
私
が
知
る
16
年

前
に
比
べ
て
随
分
と
変
化
し
て
い

ま
し
た
。

　

裁
判
官
席
に
は
３
人
の
裁
判
官

の
ほ
か
に
、
４
人
の
裁
判
員
。

　

女
性
の
裁
判
員
の
一
人
は
目
に

涙
を
た
め
、
時
折
ハ
ン
カ
チ
で
涙

を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

事
件
が
被
害
者
の
心
に
残
す
悲

し
み
や
憎
し
み
。

　

私
も
そ
の
深
さ
、
激
し
さ
に
直

接
触
れ
、
胸
が
詰
ま
る
思
い
が
し

ま
し
た
。
と
同
時
に
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

加
害
者
は
服
役
す
る
過
程
で
、

再
び
社
会
に
適
応
す
る
た
め
矯
正

を
受
け
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

存
在
す
る
。

　

被
害
者
に
も
、
そ
の
心
の
傷
が

い
や
さ
れ
る
ま
で
、「
あ
な
た
を

一
人
に
は
し
な
い
」
と
寄
り
添
い

続
け
る
、
よ
り
包
括
的
な
制
度
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

久
し
ぶ
り
の
法
廷
で
、
日
本
の

司
法
制
度
が
「
被
害
者
」
の
こ
と

を
考
慮
し
て
進
め
て
き
た「
変
革
」

を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
変
革
」
に
は

さ
ら
に
行
く
べ
き
道
の
り
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、と
思
い
ま
し
た
。

　
（
テ
レ
ビ
東
京 

河
本　

充
夫
）

被
害

者に
包括的制度

を

　

10
月
28
日
、三
浦
修
会
長
、

髙
岡
俊
之
国
際
交
流
委
員
会

委
員
長
な
ど
、
当
会
有
志
の

メ
ン
バ
ー
21
名
は
、
韓
国
の

京
畿
中
央
地
方
弁
護
士
会
、

水
原
地
方
裁
判
所
及
び
水
原

地
方
検
察
庁
を
表
敬
訪
問
し

た
。

　

そ
の
後
、
水
原
市
内
の
ホ

テ
ル
で
共
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、「
有
責
配
偶
者
の
離
婚

訴
訟
」
で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
京
畿
中
央
地
方
弁
護

士
会
に
所
属
し
、
法
学
博
士

で
も
あ
る
チ
ェ
・
ソ
ン
ホ
弁

護
士
か
ら
「
有
責
配
偶
者
の

離
婚
請
求
に
関
す
る
検
討　

大
法
院
２
０
１
５
・
９
・

15
。
宣
告
２
０
１
３
ム
５
６

８
全
員
合
意
体
判
決
を
中
心

に
」と
題
す
る
発
表
が
あ
り
、

当
会
の
飯
田
学
史
会
員
か
ら

も
「
有
責
配
偶
者
か
ら
の
離

婚
請
求　

最
高
裁
昭
和
62
年

判
決
ま
で
と
そ
の
後
の
動
向

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
発
表

が
行
わ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
は
、
日
韓
の
離

婚
制
度
の
違
い
、財
産
分
与
、

慰
謝
料
の
額
、
離
婚
訴
訟
の

審
理
方
法
な
ど
多
岐
に
及
ぶ

も
の
と
な
っ
た
。
現
在
の
韓

国
と
日
本
の
離
婚
制
度
は
、

大
枠
で
は
似
て
い
る
も
の

の
、
歴
史
や
価
値
観
の
違
い

か
ら
、
細
部
に
は
違
い
が
あ

る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
発
言
者
が
実
際

の
経
験
に
言
及
し
つ
つ
意
見

を
述
べ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
後
は
懇
親
会

と
な
り
、
韓
国
の
伝
統
的
な

歌
、
楽
器
、
踊
り
が
披
露
さ

れ
、華
や
か
で
あ
り
な
が
ら
、

和
や
か
で
も
あ
る
雰
囲
気
を

満
喫
し
た
。

　

他
国
の
制
度
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
日
本
の
制
度
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
。
非
常
に

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
と
思
う
。

 

（
会
員　

井
田　

治
子
）

常議員会
の い ま 事務局への感謝

会員　岡安　知巳（新61期）
　

私
は
、
平
成
23
年
４
月
に

山
口
県
弁
護
士
会
か
ら
登
録

換
え
し
、
当
会
に
入
会
し
ま

し
た
。

　

山
口
県
弁
護
士
会
で
は
、

下
関
支
部
管
内
の
事
務
所
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
司

法
修
習
委
員
会
、
人
権
擁
護

委
員
会
な
ど
の
委
員
を
務
め

る
機
会
に
恵
ま
れ
、
支
部
だ

け
で
は
な
く
本
部
の
事
務
局

の
方
々
に
も
何
か
と
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
小
規
模
な

単
位
会
で
し
た
か
ら
、
新
人

の
頃
か
ら
多
く
の
会
務
を
担

当
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
弁

護
士
会
の
運
営
に
は
事
務
局

の
方
々
の
支
え
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
、
そ
の
頃
か
ら

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
よ
う
な
思
い
を
、
当

会
の
常
議
員
を
務
め
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
も
感
じ
て
い

ま
す
。
事
務
局
の
方
々
は
、

事
前
の
資
料
の
準
備
と
送

付
、毎
回
の
議
事
録
の
作
成
、

採
決
や
資
料
の
配
付
回
収
な

ど
、
議
事
が
円
滑
に
進
む
よ

う
に
奔
走
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

常
議
員
会
は
毎
月
開
催
さ

れ
、
各
常
議
員
に
配
付
さ
れ

る
資
料
は
膨
大
な
量
に
な
り

ま
す
。
１
回
あ
た
り
の
会
議

の
時
間
も
３
時
間
を
超
え
、

終
了
時
刻
が
弁
護
士
会
館
の

閉
館
時
刻
を
過
ぎ
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
量
の
資
料
に
目
を
通

し
、
長
時
間
の
議
論
に
参
加

す
る
私
た
ち
常
議
員
の
負
担

は
軽
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
事
前
の
準
備
や
会
議

当
日
の
事
務
、
会
議
終
了
後

の
作
業
な
ど
、
事
務
局
が
費

や
す
労
力
も
、
常
議
員
同
様

に
重
く
、
も
し
か
す
る
と
そ

れ
以
上
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

毎
月
１
回
、
常
議
員
会
を

通
じ
て
、
事
務
局
の
献
身
的

な
働
き
ぶ
り
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
事

務
局
の
方
々
に
対
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を
抱
く
と
と
も

に
、
自
分
自
身
も
、
弁
護
士

登
録
直
後
の
初
心
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

会
務
運
営
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
実
感

副
会
長　

安
達　

信

理
事
者
室

だ
よ
り

も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
財
産

に
な
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
長
年
積

み
残
さ
れ
て
い
る
案
件
や
喫

緊
の
課
題
を
、
１
年
の
就
任

期
間
で
実
現
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。
代

表
的
な
も
の
は
後
見
セ
ン
タ

ー
と
不
祥
事
対
策
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
は
会
員
や
関
連
委

員
会
へ
の
一
定
の
負
担
や
不

利
益
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

実
現
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
と
自
覚
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
会
員
集
会
を
開
催
し
、

そ
こ
で
の
議
論
や
意
見
を
踏

ま
え
、
よ
り
良
い
も
の
、
よ

り
不
利
益
の
少
な
い
も
の
と

し
て
提
案
で
き
る
よ
う
、
更

な
る
検
討
を
加
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

是
非
と
も
会
員
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

っ
た
と
き
に
戻
る
べ
き
地
点

が
分
か
る
」
と
会
員
に
呼
び

か
け
た
が
、
そ
の
後
の
言
動

は
正
に
そ
れ
を
地
で
行
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。
週
１
回
の

理
事
者
会
も
し
か
り
。
特
に

重
要
案
件
に
つ
い
て
は
一
つ

の
考
え
に
固
執
せ
ず
、
議
論

を
見
守
り
少
し
で
も
よ
り
良

い
判
断
が
で
き
る
こ
と
に
徹

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
会
長
の
下
、
気
の
置

け
な
い
仲
間
と
な
っ
た
副
会

長
の
面
々
と
、
純
粋
に
よ
り

良
い
会
運
営
を
目
指
し
て
議

論
す
る
時
間
は
、
日
々
の
弁

護
士
業
務
で
は
味
わ
え
な
い

当
会
野
球
部

「
横
浜
マ
リ

ナ
ー
ズ
」
に

所
属
（
私
は

既
に
幽
霊
部

員
）
し
て
お

り
、
会
長
の

気
性
や
性
格

は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
４
月
か

ら
間
近
に
見
る
会
長
は
驚
く

ほ
ど
柔
軟
で
、
勤
勉
で
、
ま

る
で
別
人
の
よ
う
で
あ
る

（
会
長
ご
め
ん
な
さ
い
！
）。

　

会
長
は
あ
の
伝
説
の
？
就

任
挨
拶
で
「
大
い
に
議
論
を

し
た
い
、
そ
う
す
れ
ば
間
違

　

今
期
の
理
事
者
は
男
ば
か

り
の
６
名
。
華
も
な
く
む
さ

苦
し
い
ば
か
り
だ
が
、
そ
れ

な
り
に
楽
し
く
や
っ
て
い

る
。
仲
間
に
恵
ま
れ
た
な
ぁ

と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。

　

一
番
驚
か
さ
れ
た
の
は
三

浦
会
長
で
あ
る
。
会
長
と
私

は
、
今
年
優
勝
を
果
た
し
た

京畿中央地方弁護士会との共同セミナー開催

日韓の離婚制度の
相違を学ぶ

セミナーでの発表に真剣に耳を傾ける参加者たち
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10
月
４
日
、
開
港
記
念
会

館
講
堂
に
お
い
て
、「
立
憲

主
義
と
司
法　

そ
の
今
日
的

意
味
を
考
え
る
」
と
題
す
る

石
川
健
治
東
京
大
学
法
学
部

教
授
（
憲
法
学
）
の
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

第
59
回
日
弁
連
人
権
擁
護
大

会
（
10
月
６
、７
日
・
福
井
）

及
び
第
27
回
日
弁
連
司
法
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
11
月
５
日
・

東
京
）
の
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
し
て
企
画
さ
れ
、
日
弁

迎
え
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
野

木
大
輔
監
督
は
辻
居
を
諦

め
、
前
日
１
２
０
球
を
投
じ

た
元
嶋
を
マ
ウ
ン
ド
へ
送
り

込
む
。
最
後
の
マ
ウ
ン
ド
を

託
さ
れ
た
元
嶋
が
何
と
か
打

者
を
打
ち
取
り
、
見
事
、
創

部
35
年
目
に
し
て
初
の
全
国

単
独
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
は
、
決
勝

戦
で
東
京
打
線
を
圧
倒
し
た

辻
居
が
選
出
さ
れ
た
。

　

チ
ー
ム
は
こ
れ
か
ら
オ
フ

に
入
る
が
、
来
年
は
連
覇
が

か
か
っ
た
年
に
な
る
。
若
手

の
部
員
が
不
足
し
て
き
て
い

る
実
情
も
あ
り
、「
仕
事
以

外
に
も
熱
く
打
ち
込
め
る
も

の
が
欲
し
い
」
と
い
う
新
入

部
員
の
加
入
を
常
に
心
待
ち

に
し
て
い
る
。

 

（
会
員　

石
原　

大
悟
）

っ
た
１
点
に
よ
り
、
２
―
０

で
の
勝
利
。
昨
年
の
決
勝
は

Ｐ
Ｋ
戦
の
末
に
ギ
リ
ギ
リ
で

勝
ち
取
っ
た
優
勝
で
あ
っ
た

が
、
今
年
は
守
備
面
で
も
Ｄ

Ｆ
陣
を
中
心
に
が
っ
ち
り
と

守
り
決
定
機
を
作
ら
せ
な
い

完
勝
で
、
２
年
連
続
３
度
目

の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

今
大
会
の
横
浜
Ａ
は
、
各

試
合
に
は
危
な
い
場
面
も
あ

っ
た
も
の
の
、
結
果
と
し
て

は
全
勝
か
つ
総
失
点
わ
ず
か

１
と
い
う
、
盤
石
と
も
見
え

る
形
で
の
連
覇
と
な
っ
た
。

　

来
年
は
広
島
主
催
の
大
会

と
な
る
が
、
当
会
と
し
て
初

の
三
連
覇
が
か
か
る
大
会
で

あ
る
。
来
年
も
ま
た
良
い
報

告
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
。（

会
員　

西　

雄
一
郎
）

り
、
３
失
点
に
ま
と
め
て
勝

利
投
手
と
な
っ
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
三
連
覇
中

の
東
京
で
あ
る
。
東
京
が
圧

倒
的
有
利
の
下
馬
評
で
あ
っ

た
が
、
横
浜
は
初
回
に
原
田

聖
哉
が
自
慢
の
足
で
か
き
回

し
て
１
点
を
先
制
す
る
。
２

回
に
も
原
田
が
２
点
適
時
打

を
放
ち
、
横
浜
が
３
点
を
リ

ー
ド
す
る
展
開
と
な
る
。

　

ダ
ブ
ル
エ
ー
ス
を
使
い
果

た
し
、
周
囲
か
ら
「
も
う
投

手
が
い
な
い
は
ず
」
と
評
さ

れ
た
横
浜
で
あ
っ
た
が
、
先

発
し
た
辻
居
弘
平
が
東
京
を

相
手
に
堂
々
と
し
た
ピ
ッ
チ

ン
グ
を
披
露
し
、
最
終
回
途

中
ま
で
１
失
点
に
抑
え
る
好

投
を
見
せ
る
。そ
の
最
終
回
、

辻
居
が
２
死
ま
で
こ
ぎ
つ
け

る
も
一
打
同
点
の
ピ
ン
チ
を

12
位
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
横
浜
Ａ
の
準
決
勝

の
相
手
は
、
前
日
横
浜
Ｂ
と

引
き
分
け
た
京
都
Ａ
。
風
下

と
な
っ
た
前
半
を
０
｜
０
で

し
の
ぎ
、
エ
ン
ド
が
逆
に
な

っ
た
後
半
に
い
ず
れ
も
ク
ロ

ス
ボ
ー
ル
が
起
点
と
な
っ
て

金
島
悠
太
が
２
点
を
奪
い
、

２
―
０
で
勝
利
し
た
。
結
果

は
快
勝
で
あ
る
が
、
選
手
が

皆
、
手
ご
わ
い
相
手
だ
っ
た

と
口
を
そ
ろ
え
る
辛
勝
で
あ

っ
た
。

　

続
く
決
勝
の
相
手
は
大
阪

Ａ
。
奇
し
く
も
昨
年
の
決
勝

と
同
カ
ー
ド
と
な
っ
た
。
リ

ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
大
阪
Ａ
を

相
手
に
し
た
横
浜
Ａ
は
、
武

井
俊
介
の
強
烈
な
ミ
ド
ル
シ

ュ
ー
ト
の
１
点
と
大
瀧
泰
平

の
鋭
い
ク
ロ
ス
が
Ｏ
Ｇ
を
誘

　

投
げ
て
は
エ
ー
ス
元
嶋
亮

が
強
打
の
大
阪
打
線
を
３
失

点
に
抑
え
、
４
―
３
で
辛
く

も
勝
利
を
も
の
に
し
た
。

　

こ
の
試
合
、
元
嶋
を
好
リ

ー
ド
・
好
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
で

支
え
た
捕
手
・
森
弘
吏
が
敢

闘
賞
に
輝
い
た
。

　

４
年
ぶ
り
に
初
日
の
懇
親

会
を
気
分
良
く
過
ご
し
た
横

浜
は
翌
日
、
準
決
勝
の
札
幌

戦
に
挑
む
。
こ
の
試
合
は
前

日
不
発
だ
っ
た
打
線
が
つ
な

が
り
、
石
原
大
悟
、
黒
江
卓

郎
、
永
田
敏
樹
、
本
間
正
俊

の
安
打
な
ど
で
毎
回
得
点
を

重
ね
て
８
点
を
も
ぎ
取
っ
た
。

　

先
発
し
た
エ
ー
ス
畑
中
隆

爾
（
当
チ
ー
ム
は
ダ
ブ
ル
エ

ー
ス
を
誇
る
）
は
、
序
盤
に

不
運
な
死
球
か
ら
２
失
点
を

喫
す
る
も
以
降
は
立
ち
直

決
勝
に
進
出
し
た
。
横
浜
Ｂ

は
、
初
戦
か
ら
東
京
Ａ
、
東

北
Ｂ
を
相
手
に
連
勝
し
、
３

試
合
目
の
京
都
Ａ
は
０
―

０
。
し
か
し
、
最
終
戦
の
福

岡
Ａ
に
敗
れ
た
た
め
得
失
点

差
で
リ
ー
グ
３
位
と
な
り
、

９
位
―
12
位
の
順
位
決
定
戦

に
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

初
日
の
夜
は
恒
例
の
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
解

説
者
の
松
木
安
太
郎
氏
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
大
会
初

日
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
集
の
上
映

も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

　

２
日
目
、横
浜
Ｂ
は
広
島
、

札
幌
相
手
に
、
善
戦
し
た
も

の
の
い
ず
れ
も
惜
敗
し
た
。

と
は
い
え
初
日
の
健
闘
の
甲

斐
あ
っ
て
、
最
終
順
位
は
昨

年
か
ら
２
つ
順
位
を
上
げ
た

　

10
月
22
、23
日
の
２
日
間
、

予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
８
チ

ー
ム
に
よ
る
日
弁
連
野
球
決

勝
大
会
が
、
埼
玉
県
営
大
宮

球
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

初
戦
の
相
手
は
５
度
の
優

勝
を
誇
る
大
阪
。
過
去
２
年

は
王
者
東
京
、
今
年
は
大
阪

と
、
強
豪
ば
か
り
を
初
戦
で

引
き
当
て
る
ク
ジ
運
の
悪
さ

は
お
約
束
で
あ
る
。

　

西
村
誠
主
将
の
安
打
で
先

制
し
た
横
浜
は
、
一
度
は
追

い
つ
か
れ
る
も
、
中
盤
に
内

野
ゴ
ロ
の
間
の
得
点
な
ど
で

し
ぶ
と
く
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。

　

10
月
９
、10
日
の
２
日
間
、

新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
に
て
、
第

29
回
全
国
法
曹
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
19
チ

ー
ム
で
行
わ
れ
た
こ
の
大
会

に
、
当
会
は
横
浜
Ａ
、
横
浜

Ｂ
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

参
戦
し
た
。
初
日
は
４
組
に

分
か
れ
総
当
た
り
の
リ
ー
グ

戦
、
２
日
目
は
初
日
の
結
果

を
基
に
し
た
順
位
決
定
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

初
日
、
横
浜
Ａ
は
広
島
、

名
古
屋
Ｂ
、
京
都
Ｂ
、
神
戸

Ｂ
を
相
手
に
４
連
勝
し
、
準

　

私
に
と
っ
て
こ
れ
が
最
後

の
編
集
後
記
に
な
る
。
委
員

会
名
、
会
名
、
新
聞
名
、
メ

ル
マ
ガ
の
配
信
と
廃
止
な
ど

こ
の
10
年
で
変
化
が
あ
っ

た
。
毎
月
縦
書
き
４
面
の
新

聞
発
行
は
変
わ
ら
な
い
。

　

時
代
が
変
わ
り
、
メ
ン
バ

ー
が
変
わ
れ
ど
良
き
伝
統
は

引
き
継
が
れ
。

　

デ
ス
ク　

三
谷　
　

淳

　

記　

者　

早
川　

和
孝　

　
　
　
　
　

中
嶌　

慶
子

　
　
　
　
　

高
橋　

健
二　

　
　
　
　
　

田
渕　

大
輔

　
　
　
　
　

波
田
野
馨
子

　
　
　
　
　

安
達　

慎
司

　
　
　
　
　

西　

雄
一
郎

使
容
認
は
、
憲
法
９
条
の
論

理
的
限
界
を
超
え
、
こ
れ
を

閣
議
決
定
で
行
っ
た
こ
と

は
、
改
正
手
続
の
論
理
的
限

界
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、

ク
ー
デ
タ
ー
や
革
命
に
等
し

い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に

論
理
的
限
界
を
超
え
る
問
題

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
憲
法
学

者
だ
け
で
な
く
元
内
閣
法
制

局
長
官
や
元
最
高
裁
判
事
が

閣
議
決
定
を
批
判
し
、
自
衛

隊
合
憲
論
を
と
る
学
者
も
反

対
運
動
に
加
わ
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
講
演
は
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
で
密
度
の
濃
い
も
の
で

あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
難
し
か
っ

た
が
、
勉
強
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
好
意
的
な
意
見
が
多

く
、
我
々
に
と
っ
て
も
今
後

の
運
動
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
。

（
会
員　

浦
田　

修
志
）

連
・
関
弁
連
共
催
で
開
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
会
で
は
、
憲
法
問
題
対

策
本
部
、人
権
擁
護
委
員
会
、

地
域
司
法
計
画
委
員
会
の
三

つ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

共
同
し
て
準
備
に
あ
た
っ
て

き
た
。
当
日
は
、
１
２
３
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
そ
の
多

く
は
市
民
の
方
々
で
あ
っ
た
。

　

安
全
保
障
関
連
法
が
成
立

し
て
１
年
余
り
が
経
過
し
、

各
地
で
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て

い
る
中
、「
立
憲
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
会
」
の
呼
び
か
け
人

の
一
人
と
し
て
、
近
時
、
新

聞
や
論
壇
で
活
発
に
発
言
さ

れ
て
い
る
石
川
教
授
に
講
演

を
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

石
川
教
授
は
、
戦
前
の
我

が
国
に
は
な
か
っ
た
統
治
行

為
論
が
、
戦
後
、
入
江
俊
郎

氏
（
元
最
高
裁
判
事
）
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
や
、

裁
量
行
為
論
と
も
読
め
る
表

現
を
混
在
さ
せ
た
砂
川
事
件

判
決
と
苫
米
地
事
件
判
決
と

の
対
比
、
砂
川
事
件
判
決
に

い
う
「
一
見
極
め
て
明
白
に

違
憲
」
と
認
め
ら
れ
れ
ば
憲

法
判
断
で
き
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
解
説
を
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
教
授
は
、
閣

議
決
定
に
よ
る
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
は
、
憲
法
が

予
定
し
て
い
る
論
理
的
限
界

を
二
重
の
意
味
で
超
え
る
と

い
う
見
解
を
示
し
た
。
す
な

わ
ち
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

講演する石川健治教授

▲優勝を喜ぶ選手たち

▲優勝トロフィーを掲げる
最優秀選手に輝いた
辻居弘平のピッチング▶

▲胴上げされる野木監督

難しいが勉強になった

横
浜
マ
リ
ナ
ー
ズ　

創
部
35
年
目
に
し
て

 
初
の
全
国
単
独
優
勝！

か
な
弁　

ア
ベ
ッ
ク
優
勝！

２
年
連
続
３
度
目
の
優
勝‼

第
29
回
全
国
法
曹
サ
ッ
カ
ー

立憲主義と司法に関する講演会


